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1　まえがき

近年，マイクロ波を用いた乳癌検出用レーダの研究が盛んに

行われている．文献 [1] では，良・悪性腫瘍間の形状差異に着目

した，平面波入射に対する散乱界計算から，良性腫瘍とスピキュ

ラを伴う悪性腫瘍の偏波解析に基づく識別法を検討している．

文献 [1] における検討を実験的に進めるためには，アンテナを

含めたレーダシステムを構築する必要がある．そのため本報告で

は，このシステムに適したアンテナ開発及び腫瘍の形状模擬を行

い，偏波レーダ実験を行ったので報告する．

2　アンテナ開発

　図 1 に，開発した線形テーパに平行配置したコルゲート構造

付テーパスロットアンテナ (TSA)  の構造図を示す．本システムで

は，偏波解析誤差を低減するアンテナ設計が求められる．

　偏波解析誤差低減のため，コルゲート長 0.13λ0 要する TSA 

[1] と比較して，開口幅方向を短縮した．また，偏波識別度は 22 

dB 以上であり，図 2 に示す通り，指向性の軸対象性が改善され，

±45 の広角において波形忠実度の定常特性を実現している．

3　偏波レーダ実験

　2 倍アップスケール乳癌ファントム [3] を用いて，形状を模擬し

た良・悪性腫瘍を図 3 に示す．悪性腫瘍としてスピキュラの形状

が異なる 5 種作製した．なお文献 [1] と同様に ，腫瘍識別に用

いる偏波解析指標はエントロピーと偏波相関係数を採用した．

偏波解析指標のマッピング結果を図 4 に示す．図 4 より，悪性

腫瘍では，エントロピーが 0.2 以上増加していることが確認でき

る．これは，文献 [1] における数値計算結果と同様の傾向であり，

腫瘍間の識別可能性を実験においても有していると考えられる．

4　まとめ

　本報告では，偏波解析誤差を低減する線形テーパに平行配置

したコルゲート構造付 TSA を開発した．また，スピキュラを伴う悪

性腫瘍を形状模擬により作製し，偏波レーダ実験を行った．その

結果，実験において解析指標の分布上の違いを確認し，良・悪性

腫瘍の識別を実現した． 今後は，乳房を含めた検討を進める．
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図１  開発したアンテナの構造図

図 2  角度毎の波形忠実度評価実験の結果
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図 3  形状を模擬した良・悪性腫瘍 (良性: B1，悪: M1-M5)
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図 4 偏波解析指標の二次元マッピング結果
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